
様式第4号(第4条関係)

公文書部 分 公 開 決 定 通 知 書

水 第 187 号

平成 25年 12月 13日

殿 hfil係長
.己 f空1~=!~

塩竃市長 佐藤 昭国J!:~.~J1G~! 
-J1j:11己

平成 25年 12月 5日付けで請求のありました公文書の公開について、塩竃市情報公開条駒第1-...:7' 

条の規定により、次のとおり公開しないことができる部分を除いて公開することを決定したので

通知します。

10 ::t~o) ft:j:~ I 塩竃市後援名義の使用について公文書の件名
r第18回全国EIvI技術交流会東北大会in七ヶ浜、j 

公開の日時及 日 時 平成 25年 12月 24日 仕午割後 1 0時 00分

び場所
場所 塩竃市役所2階会議室

公開することが
1 公開することができない部分の概要

後援申請書に記載されている個人情報が特定できる情報

できない部分及 2 塩竃市情報公開条例第10条2号に該当

び理由
(理由)本市個人情報保護条例第12条第5項第1号に抵触し、当該個人の正当

な権利利害を侵すおそれがあるため。

担 当 課
産業環境部 水産振興課 浅海農政係

電話番号 022-364-2222 

備 考

教示

l この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して60日以

内に、塩竃市長に対して異議申立てをすることができます(なお、この決定があったことを知っ

た日の翌日から起算して60日以内であっても、この決定の日の翌日から起算してl年を経過する

と異議申立てをすることができなくなります。)。

2 この決定については、この決定があうたことを知った Eの翌日から起算して6箇月以内iこ、塩

竃市を被告として(訴訟において塩竃市を代表するものは塩竃市長となります。)、処分の取消し

の訴えを提起することができます(なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算して6

箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算してl年を経過すると処分の取消しの訴えを

提起することができなくなります。)。ただし、上記1の異議申立てをした場合には、当該異議申

立てに対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して6箇月以内に、処分の取消しの訴

えを提起することができます。

注(1) 指定された公開の日時に来庁できないときは、あらかじめ担当課へ連絡してください。

(2) 公文書の公開を受ける際には、この通知書を提示してください。

(3) 条例第9条第3項の規定により、この通知があった日から60日を経過すると開示を受ける

ことができなくなります。正当な理由によりこの期間内に開示を受けることができない場

合には、担当課へ連絡してください。
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件名 種別: 通知

塩竃市後援名義の使用について(第18回全国 EM技術交流会東北大会in七ヶ浜)

記事このことについて、次のように通知してよろしし、か伺います。

概要 平成25年 10月 2日付けで、第18回全国EM技術交流会東北大会 in七ヶ浜実行委員
会事務局長より後援申請がありました。

本市においては、後援名義等の取扱基準が存在しないことから、本市教育委員会におけ
る「塩竃市教育委員会共催及び後援名義取扱基準」を準用し、確認を実施したところ、本
件においての問題がないことから、別紙のとおり承認いたしたい。
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水第 1 5 3 号

平成25年 10月 17日

第 18回全国EM技術交流会

東北大会 1n七ヶ浜実行委員会

事務局長 殿

塩竃市長佐藤 昭

塩竃市後援名義の使用について(通知)

平成25年 10月2日付けで申請のありましたこのことについては、下記により承認し

ます。

コい=="" 

1 後援の対象事業名 「第 18回全国EM技術交流会東北大会 1n七ヶ浜」

2 後援の期間 後援承認後から後援事業終了時まで

3 承認の条件

( 1 ) 申請当時の事業計画に変更があった場合は、任意の様式により直ちに届け出

ること。

(2) 事故防止、救護体制について十分に留意すること。

(3) 事業終了後は、遅滞なく終了報告を行うこと。

塩竃市産業環境部水産振興課

浅海農政係 棲井利和

〒985-8501 塩竃市旭町 1-1

TEL:022-364-2222 FAX:022-364-1169 

E-mail sakurai-ts@city.shiogama.miyagi.jp 



共=棒( 後 援 ) 申 請 書

平成 ;2s-年 IC' 月 J 日

塩竃市長佐藤 昭 殿

氏

申請者 住

下記の事業の共韓(後援)を承認されるよう申請します。

記

1 事業の名称 多{志的制~E門町村おた令究会仁史今i件七ヶ浜

2 開催期日 手足気ユらヰ-3)今lタ}令(_i-')

3 開催場所 Jヒヶ浜町周除持庁、-1レ

4.事業開催の趣旨別派

5.その他関係資料(別添)
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催/第18回全国EM技術交流会東北大会in七ヶ浜実行委員会
援不全国EM普及協会、東北EM普及協会、統EM研究所、持EM研究機構、公益財団自然農法国際研究
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閲覧書類

平成 25年 6月 24日改訂

東日本大震災復興推進大会

第 18回 全国EM技術交流会

東北大会 in七ヶ浜

企画書

主催 : 第 18回全国EM技術交流会東北大会 ln七ヶ浜実行委員会

後援 : 宮城県、七ヶ浜町、他申請中

開催日時: 2014年 3月 15日(土) 13: 00""'17 : 30 

開催場所: 七ヶ浜町 国際村ホール



1 . 東北大会趣旨:

平成 23年 3月 11日午後 2:46に発生したマグニチュード 9. 0の東日本

大震災以来、今日まで復興のために全国各地から数え切れない多くの方々より、

ボランティア活動をはじめ、義援金、 EM資材の物資提供、心温まる励ましの

言葉など、物心両面の支援を頂き、ここまでに復旧することが出来ました。

しかし、復興は住居、ライフライン、職場など、多岐にわたり道半ぼであり、

なすべき事は山ほどあります。

本大会開催の願いは、東北の復興推進であります。

この大会を機に、幸福度の高い生活を確立すべく、生活・環境などあらゆる

場面にEMを活用して、今まで以上に住み良い、希望に満ちたまちづくりを目

指して、復興の推進に貢献していきたいと思います。

最後になりましたが、被災された多くの皆様に、心からお見舞いを申し上げ

ますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。また、全国のEM普及協

会、 EM関連団体の関係者、その他多くの皆さまのご支援に、改めて心より感

謝を申し上げます。

2. テーマ

3. 副題

生き甲斐のある新しい東北の復興を

未来の子どもたちのために

"， r人と人との心の幹Jをたいせつに~

4. 主催 :第 18回全国EM技術交流会東北大会 1n七ヶ浜実行委員会

5. 後援 :検討中宮城県七ケ浜町仙台市塩釜市多賀城市

利府町 EM団体(EM研究所、全国EM普及協会等)

河北新報報道関係 TV局 等に依頼予定

6. 名 称 :第 18回全国EM技術交流会東北大会 1n七ヶ浜

7. 開催日時:20 1 4年 3月 15日(土) 13: 00"'17 : 30 

8. 開催場所:七ヶ浜町 国際村 577名収容



9. スケジュール

13 : 00'"'-' 13 : 30 開会宣言オープニング

七ヶ浜町町長(大会会長)挨拶

13 : 30'"'-' 14 : 00 数人挨拶

14 : 00'"'-' 15 : 00 事例発表

15 : 00'"'-' 15 : 15 休憩

15 : 15'""16 : 30 事例発表

16 : 30'"'-' 17 : 30 比嘉先生講評および講演

17 : 30 閉会挨拶

18 : 30'"'-'20 : 00 懇親会

1 O. 1)実行委員会長 一相津会長

2)事務局長

3)来賓(案)

ツルネン議員、その他地元有力議員(高橋比奈子議員)

4)発表者

4'"'-'5名《案》

O東北地元(地元で長年EM活動されている方)

①石巻市

②EM被害対策プロジェクト

③石巻市

0東北以外(支援頂いた体験)

④ 

⑤ロシアのボランティア支援

(十三浜ワカメ養殖)



5)最初のオープニング

地元の太鼓、踊りなどあれば盛り上がる。

案①=古川八百屋市踊り

案②=~花は咲く』合唱

6)懇親会

多賀城キャッスルホテル内の大宴会場(立食 500名収容)

懇親会参加人数 200名'"'-'300名

参加費は 5、000円(料理3，000飲み放題2，000)

7)七ヶ浜町の町民招待

仮設入居者へ招待券配布予定(招待席 100席程度)

他、七ヶ浜町の地元の住民の参加を呼び掛ける

8)参加費 1000円チケット販売

EM関連団体のホームページ等にチケット問い合わせ掲載依頼

9)宿泊場所、交通手段検討

多賀城キャッスルホテル *送迎パスあり

前日 20室、当日 50室仮押さえ

1 1. その他

1 )実行委員会・名簿添付

2)事務局員・名簿添付

事務局担当

・広報=ポスター、パンフ、当日しおり作成

・渉外=来賓者、後援依頼、協賛広告

.事例集=発表者原稿集め

・当日企画=運営スタッフ、懇親会、交通手段選定、

出展ブース選定 (EM商品、ずいうん商品)

-経理



-その他=

3)事務局の所在=東北EM普及協会

4)銀行口座の開設=事務局長名で口座開設

5)予算規模

収入:￥ 3，000，000

支出:￥ 2，500，000

6)事例集の内容

案)発表者だけの事例+協賛広告+EM活用マニアル

7)全国EM普及協会代表世話人=

事務局=EM研究所

8) その他



2013年5月20日

収入の部

数量 単位 単価 単位 金額 単位 摘要

前売り券 500 枚 1，000 円 500，000 円

大会入場券 当日券 20 枚 1，500 円 30，000 円

無料招待分 100 枚 0 円 0 円

懇親会
前売り券 200 枚 5，000 円 1，000，000 円

当日券 10 枚 6，000 円 60，000 円

東北 口 円 東北地冗は広告なし

協賛広告料 EM研究所扱い 30 口 円 600，000 円 協賛広告

各普及協会 8 ロ 50，000 円 400，000 円 支援協賛広告

大会配布用 600 冊 01.円 0 円

事例集販売
事前配布用 200 冊 0 円 0 円 後援、広告主など

事後配布用 200 冊 0 円 0 円

冊 円 円

ブース出庖料 1 件 10，000 円 10，000 円 瑞雲、流通センヲ一、制

ご祝儀 口 円 0 円

寄付金 ロ 0 円

食材代寄付金 口 0 円

合計 2，600，000 円



支出の部

数量 単位 単価 単位 金 額 単位 摘要

事例集製作費
編集費 式 円 円

製本費 2，000 部 350 円 700，000 円

ホ。ス9一、チラシ
デザイン費

式 20，000 円 20，000 円

チケット 式 10，000 円 10，000 円

lポスター 100 キ文 280 円 28，000 円 A3版
パンフ

印刷費
3，000 枚 15 円 45，000 円 A4版(A3版を縮小)

チケット 1，000 枚 10 円 10，000 円

枚 円 0 円

CD 1 枚 2，100 円 2，100 円

ビデ、オ器材レンタル 1 式 50，000 円 50，000 円 2台持参

通信費 案内状送付 200 通 80 円 16，000 円 含、チケット送付

会場費 1 式 0 円 0 円 七ヶ浜町好意で無事i

講演会 設営費、スクリーン他、看板、マイク、 0 円

演武、太鼓 1 式 50，000 円 50，000 円 未定

通信費 電話、 FAX 1 式 円 0 円

事務費 1 式 円 0 円

懇親会
飲食費 200 人 5，000 円 1，000，000 円 酒など飲物込み

食材費 1 式 円 0 円 EM食材は未定

袋 600 キ文 50 円 30，000 円

リボン他(ネームプレート) 1 式 0 円 スタッフ、来賓用

花代 1 式 10，000 10，000 円 演台用、贈呈用3

旅費、駐車料金 人 0 円 実行委員会

旅費交通費 比嘉先生 1 名 100，000 円 100，000 円 比嘉先生無料か毛

11 発表者平均額 5 名 20，000 円 100，000 円 発表者5名分

司会謝礼 1 名 30，000 円 30，000 円

比嘉先生宿泊 41 ;白 10，000 円 40，000 円 比嘉夫妻 2泊分

発表者宿泊 51 ;自 8，000 40，000 円 シングル5部屋

3月14日打ち合わせ食事会 1 式 50，000 円 50，000 円 比嘉先生+発表者

スタッフ弁当代 100 {酉 1，000 円 100，000 円 弁当、茶

印鑑 1 式 円 0 円 領収書用

回 円 0 円

人 円 0 円

サンロード手数料 1 式 円 0 円

協賛金郵便振替手数料 0 円

名 円 0 円 腕章・装飾御礼他

DVD作成 100 枚 500 円 50，000 円 発注済、未払い
dEb3 • 計

一一
2，481，100 円
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